
四
神
の
一
、
朱
鳥
に
つ
い
て

林

巳

奈

夫

四神の一、朱鳥について（林）

　
『
史
記
』
天
官
書
は
中
国
で
星
に
関
す
る
知
識
を
ま
と
め
て
記
し
た
現
存

の
最
も
古
い
公
的
記
録
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
恒
星
は
中
央
と
東
南
西
北
の
五

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
記
述
さ
れ
、
各
方
角
の
グ
ル
ー
プ
は
中
宮
、
南
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

等
と
宮
の
語
を
つ
け
て
呼
ば
れ
る
。
そ
し
て
中
央
を
除
い
て
為
替
に
は
動
物

の
名
の
入
っ
た
星
座
群
の
呼
称
と
中
心
的
な
星
座
名
と
が
挙
げ
ら
れ
、
各
動

物
名
に
は
五
行
の
夫
々
の
方
角
に
対
応
す
る
色
の
名
を
冠
し
、
東
宮
は
蒼
龍

（
青
い
糎
）
、
南
宮
は
朱
鳥
（
赤
い
鳥
）
、
西
宮
は
白
虎
（
白
い
虎
）
、
北
方

は
玄
武
（
黒
い
武
装
し
た
動
物
〔
カ
メ
〕
）
の
名
の
星
座
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ

が
よ
く
知
ら
れ
る
天
の
男
方
の
神
、
四
神
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
動
物
は
東
南

西
北
の
各
宮
の
中
の
、
太
陽
の
運
行
す
る
コ
ー
ス
上
な
い
し
そ
の
近
く
か
ら

選
ば
れ
た
二
八
の
星
座
（
二
十
八
宿
）
中
の
目
立
っ
た
星
座
の
形
を
夫
々
の

動
物
の
形
に
見
立
て
た
も
の
で
、
『
史
記
』
の
テ
キ
ス
ト
中
に
西
方
の
星
座

群
薄
の
オ
リ
オ
ン
に
つ
い
て
は
、
三
つ
の
星
の
外
に
あ
る
四
つ
の
星
は
白
虎

の
左
右
の
肩
と
腰
だ
、
と
い
う
よ
う
に
解
説
の
つ
け
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、

説
明
は
な
く
て
も
そ
の
星
座
の
中
の
星
と
重
ね
て
え
が
か
れ
た
図
像
か
ら
そ

の
名
の
由
来
の
察
せ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。
聖
血
の
名
が
東
方
の
星
座
里
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
サ
ソ
リ
座
か
ら
来
て
い
る
ご
と
き
で
あ
る
。
漢
尊
堂
以
後
、
四
神
の
図
像

は
鏡
背
紋
と
か
地
下
の
墓
室
の
内
壁
の
装
飾
等
に
大
量
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
が
、
そ
こ
に
表
現
さ
れ
て
い
る
図
像
は
星
座
の
星
の
並
び
方
と
は
関
係
の

な
い
青
い
龍
、
白
い
虎
等
の
形
を
と
っ
た
神
像
で
、
そ
れ
ら
が
星
座
に
由
来

す
る
神
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
る
体
の
も
の
で
あ
る
。

　
『
史
記
』
天
業
書
に
は
南
方
の
星
座
群
に
つ
い
て
「
南
宮
は
乗
鳥
」
と
あ

り
、
朱
鳥
は
四
神
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
時
に
朱
雀
と
呼
ば
れ
、
こ
の
「
雀
」

は
鳳
幽
の
意
味
と
さ
れ
、
漢
以
後
の
画
像
で
は
同
時
代
に
鳳
圏
と
解
さ
れ
て

い
た
形
を
も
っ
て
え
が
か
れ
て
い
る
。
朱
鳥
は
す
ぐ
次
に
記
す
よ
う
に
、
『
史

記
』
天
早
書
で
ど
の
星
座
が
朱
鳥
の
ど
の
身
体
部
分
に
当
る
か
に
つ
き
、
四

神
の
中
で
一
番
丁
寧
な
説
明
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
今
ま
で
筆
者
は
朱
鳥
に

つ
き
、
獅
子
座
の
南
に
位
置
す
る
長
大
な
星
座
群
だ
か
ら
（
図
1
V
、
四
神
鏡
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四神の一一、朱鳥について（林）

に
よ
く
み
る
鴎
2
の
よ
う
な
細
長
い
朱
雀
像
が
そ
れ
に
対
応
す
る
の
だ
ろ

う
、
位
に
思
い
、
よ
く
考
え
て
み
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
最
近
少
し
調
べ

て
み
た
所
、
何
か
と
気
づ
い
た
所
が
あ
る
。
以
下
に
そ
れ
を
記
し
て
お
き
た

い
。　

『
史
記
』
天
艶
書
の
関
係
部
分
と
、
そ
れ
に
対
す
る
唐
の
司
馬
貞
の
『
史

記
索
隠
』
、
唐
の
張
守
節
の
『
史
記
正
義
』
の
注
釈
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る

（
こ
の
論
文
の
論
旨
と
直
接
関
係
の
な
い
所
は
引
用
を
省
く
）
。

　
南
宮
朱
鳥
、
軒
、
衡
（
南
宮
は
朱
鳥
と
軒
、
衡
で
あ
る
）

　
　
『
正
義
』
、
云
為
柴
鳥
昧
、
天
承
厨
宰
、
主
尚
食
、
和
滋
味
（
柳
の
星

　
　
座
は
朱
鳥
の
味
（
嚇
）
で
、
天
の
コ
ッ
ク
長
で
あ
る
。
宮
中
の
御
馳
走

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
を
司
る
官
を
管
轄
し
、
味
を
調
え
る
）
。

　
（
中
略
）

　
柳
為
鳥
注
、
冬
木
草
（
柳
は
鳥
の
注
（
噛
）
と
呼
ば
れ
、
木
や
草
を
つ
か

　
ざ
ど
る
）
。

図2　朱雀
　　四神鏡

　．ノ
方格規矩

漢

　
『
索
隠
』
。
案
『
漢
書
』
天
文
志
「
注
」
作
豫
。

『
ホ
雅
』
云
「
鳥
豫
謂
之
柳
」
。
受
遺
云
「
隊
、
朱

鳥
之
口
、
柳
其
星
聚
也
」
、
以
「
注
」
為
筆
記
、
故

主
草
木
（
案
ず
る
に
『
漢
書
』
天
文
志
に
は
「
注
」

の
字
を
「
豫
」
と
書
い
て
い
る
。
『
ホ
雅
』
に
い
う

「（

驕
j
鳥
の
賑
を
「
柳
」
と
い
う
、
と
。
孫
炎

　
（
魏
の
ん
）
の
注
に
い
う
「
際
は
朱
鳥
の
口
で
、
擁
は
そ
の
星
の
累
物

　
で
あ
る
」
と
。
「
注
」
を
柳
星
と
呼
ぶ
の
で
草
や
木
を
司
る
）
『
正
義
』
。

　
丁
丁
救
反
、
一
作
「
注
」
。
柳
八
星
、
星
七
星
、
張
六
星
為
鶉
火
。
於

　
辰
在
午
。
…
…
柳
為
朱
鳥
味
。
天
之
厨
宰
、
主
尚
食
：
和
滋
味
（
こ
の

　
一
三
宇
「
南
宮
朱
鳥
」
の
条
の
『
正
義
』
と
重
複
、
訳
に
は
省
く
）
（
隊

　
の
音
は
丁
救
の
反
し
（
チ
ュ
ウ
）
、
　
一
に
「
注
」
と
書
く
。
柳
の
星
座

　
　
　
　
　
セ
イ

　
の
八
月
、
星
の
星
座
の
七
星
、
張
の
星
座
の
六
星
を
鶉
火
と
い
う
。
十

　
二
支
の
方
角
で
い
う
と
午
に
当
る
）
。

七
星
、
頸
、
為
員
宮
、
主
急
事
（
七
星
は
（
乗
鳥
の
）
頸
で
、
員
官
と
呼

ば
れ
、
急
ぎ
の
事
を
司
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
こ

　
『
索
隠
』
。
七
星
、
頸
、
為
員
宮
、
主
曲
事
。
案
、
宋
均
云
「
頸
、
朱

　
鳥
頸
也
、
員
宮
、
喉
也
、
物
在
喉
癒
、
終
不
久
留
、
故
主
急
事
也
（
「
七

　
星
、
頸
、
為
員
宮
、
主
急
事
」
と
あ
る
の
は
、
案
ず
る
に
宋
版
（
魏
の

　
人
）
は
い
う
「
頸
と
あ
る
の
は
象
鳥
の
頸
で
あ
る
。
員
宮
と
は
喉
で
あ

　
る
。
物
が
喉
に
あ
る
時
、
長
い
間
は
留
ら
な
い
。
故
に
急
ぎ
の
事
を
司

　
る
の
で
あ
る
」
と
。

張
、
素
、
為
虜
、
主
鵠
客
（
張
は
素
で
厨
と
呼
ば
れ
、
賓
客
に
酒
を
す
す

め
る
こ
と
を
司
る
）
。

　
『
索
隠
』
。
素
、
嘆
也
、
『
亦
雅
』
云
、
「
鳥
張
嘆
」
、
郭
瑛
云
「
縢
、
鳥

　
受
下
之
処
也
（
素
は
嘆
で
あ
る
。
『
ホ
雅
』
に
云
う
「
鳥
の
張
は
陳
な
り
」
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と
。
郭
瑛
（
晋
の
人
）
は
（
注
に
）
云
う
「
陳
は
鳥
の
食
っ
た
物
を
受

　
　
け
る
場
所
で
あ
る
」
と
。

　
　
『
正
義
』
。
張
六
一
、
六
為
瞭
、
主
天
箇
食
飲
賞
窮
追
客
（
張
の
六
星

　
　
は
（
全
体
）
六
個
を
燦
と
い
う
。
天
の
厨
房
の
食
物
と
飲
物
を
司
り
、

　
　
賓
客
に
対
し
褒
美
に
賜
る
酒
を
す
す
め
る
こ
と
を
司
る
）
。

　
翼
為
羽
翻
、
主
遠
客
（
翼
は
細
か
い
羽
根
と
太
い
羽
根
で
あ
り
、
遠
来
の

　
賓
客
を
司
る
）
。

　
　
『
正
義
』
。
翼
二
十
二
星
、
鰺
四
星
、
長
沙
一
星
、
轄
二
星
、
合
珍
七

　
　
星
皆
為
鳶
尾
、
於
辰
雪
丸
…
…
翼
二
十
二
星
為
天
楽
府
、
三
主
夷
秋
、

　
　
受
配
遠
客
（
翼
の
二
十
ご
星
と
（
そ
の
東
の
）
三
四
星
、
長
沙
～
星
、

　
　
轄
二
星
を
合
せ
た
珍
の
七
星
は
平
尾
と
い
う
。
十
二
支
の
方
角
で
い
う

　
　
と
巳
に
当
る
。
翼
の
二
十
二
星
は
天
の
詩
歌
、
音
楽
を
採
集
保
存
す
る

　
　
役
所
で
、
ま
た
申
国
の
周
辺
の
野
蕃
人
を
司
り
、
ま
た
遠
来
の
賓
客
を

　
　
司
る
）
。

と
。
こ
こ
に
引
用
し
た
中
で
、
張
の
条
の
『
索
隠
』
に
『
ホ
増
田
が
引
か
れ

る
が
、
郵
熱
行
の
『
ホ
雅
義
疏
』
の
現
行
の
テ
キ
ス
ト
（
釈
鳥
）
に
は

　
　
充
、
盗
難
、
其
糧
縢
（
山
几
は
鳥
の
瀧
〔
の
ど
〕
、
其
の
〔
鳥
の
〕
糎
は

　
　
喋
な
り
）

と
あ
り
、
郭
撲
の
注
に
縢
に
つ
い
て

　
　
三
者
受
西
之
処
、
別
名
瞭
。
今
江
点
呼
振
（
瞭
と
は
食
物
を
受
く
る
の

　
　
処
、
劉
に
燦
と
名
づ
く
。
い
ま
江
東
に
振
と
呼
ぶ
）
。

と
あ
る
。
籐
は
鳥
の
胃
の
手
前
に
あ
る
器
官
で
、
ど
ん
ど
ん
香
み
込
ん
だ
飼

を
一
時
貯
め
て
お
く
所
。
俗
に
い
う
「
え
ぶ
く
ろ
」
で
、
正
式
に
は
現
在
も

曝
の
字
を
使
っ
て
縢
嚢
と
呼
ば
れ
る
。
『
史
記
』
の
星
名
の
張
は
『
ホ
雅
』
に

出
て
く
る
緩
に
当
る
名
称
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
が
厨
で
客
を
科
す
る
こ
と
を

司
る
と
い
う
の
は
理
に
叶
っ
て
い
る
。

　
さ
て
、
前
引
の
柳
の
条
お
よ
び
翼
の
条
の
『
正
義
』
に
夫
々
鶉
火
、
鶉
尾

が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
二
十
八
宿
と
は
別
の
天
の
区
分
、
十
二
次
に
属
す
る

呼
称
で
あ
る
。
木
星
は
華
々
＝
一
年
か
か
っ
て
全
天
を
一
周
す
る
。
そ
こ
で

天
を
十
二
支
で
表
示
さ
れ
た
方
角
に
対
応
す
る
よ
う
に
十
二
等
分
し
、
木
星

が
ど
こ
に
あ
る
か
に
よ
っ
て
そ
の
年
が
十
二
支
で
示
さ
れ
る
ど
の
年
に
当
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
十
二
に
分
け
ら
れ
た
各
方
角
に
は
星
紀
、
玄
栂

等
々
と
特
有
の
名
称
が
附
さ
れ
て
い
る
（
図
3
）
。
　
こ
の
図
に
見
る
よ
う
に

二
十
八
宿
は
長
短
が
不
揃
い
で
あ
る
た
め
、
十
二
次
と
は
不
規
則
な
ず
れ
が

あ
る
。
前
引
の
『
正
義
』
は
二
十
八
宿
の
名
で
示
さ
れ
た
星
座
が
十
二
次
の

ど
こ
に
該
当
す
る
か
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
十
二
次
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
に
出
て
来
、
専
ら
木
星
の
位
置
を
示
す
の
に

用
い
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
書
物
の
成
立
し
た
時
期
、
前
四
世
紀
に
は
存
在
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
二
十
八
宿
の
方
は
十
二
次
に
比
べ
て
自
然
発

生
的
な
性
格
を
持
つ
の
で
、
そ
れ
よ
り
古
く
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
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四神の一、朱鳥について（林）

　
⑥い

る
。
前
五
世
紀
後
半
の
曾
僕
乙
墓
出
土
の
衣
裳
箱
の
蓋
に
そ
の
古
い
例
が

　
　
　
　
　
⑦

知
ら
れ
て
い
る
。
二
十
八
宿
と
十
二
次
の
両
シ
ス
テ
ム
が
全
体
と
し
て
起
原

的
に
如
何
な
る
関
係
に
あ
る
か
は
、
筆
者
の
現
今
の
関
心
外
で
あ
る
。
し
か

し
橋
本
氏
の
「
十
二
次
の
南
方
に
位
置
す
る
鶉
首
、
着
火
、
鶉
尾
の
三
次
が

二
十
八
宿
の
南
方
朱
雀
と
い
う
鳥
類
の
形
象
と
一
致
す
る
こ
と
は
注
目
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

き
で
あ
る
扁
と
の
指
摘
は
興
味
深
い
。

　
『
ホ
雅
』
釈
天
に

歪
婁
帳

壁
降
戌

室
皆

　
鍛
亥

危虚

玄栂

胃
　
昴
畢
皆
参

　
　
大
梁

酉

子

西
方
白
虎

北
方
玄
武

継
壷
井

南
方
朱
鳥

女　
　
星
丑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
鶉

　
　
　
　
　
　
　
　
東
方
蒼
龍

牛

被
三
野
辰
尾
珍

　　

@　

@
愚
慮
寿
撫

図3　二十八宿と十二次　橋本1993より

　
　
味
謂
之
柳
、
柳
轟
轟
也
（
味
は
こ
れ
を
柳
と
い
い
、
柳
は
鶉
火
で
あ
る
）

と
あ
り
、
後
の
四
字
に
つ
い
て
郭
環
は
注
に

　
　
鶉
西
名
、
火
属
南
方
（
鶉
は
鳥
の
名
、
火
は
南
方
に
属
す
）

と
い
う
。
味
は
前
論
『
史
記
』
天
官
民
の
「
柳
は
鳥
の
注
た
り
」
の
「
注
」

に
当
り
、
二
十
八
年
中
の
星
座
で
あ
る
が
、
『
ホ
雅
』
は
そ
れ
の
呼
称
で
あ

る
柳
を
、
十
二
次
に
含
ま
れ
る
鶉
火
を
も
っ
て
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
鶉
火
の
名
称
に
つ
い
て
郭
嘆
は
鶉
は
鳥
（
こ
の
星
座
の
鳥
、
朱
鳥
）
の

名
で
五
行
で
火
は
南
方
に
属
す
る
か
ら
こ
の
星
座
名
に
「
火
」
を
加
え
て
鶉

火
と
呼
ん
だ
、
と
解
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
青
龍
、
朱
鳥

の
よ
う
に
、
五
行
の
属
性
を
動
物
名
の
上
に
冠
し
て
火
鶉
と
で
も
す
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ま
た
十
二
次
の
鶉
火
は
図
3
に
見
る
よ
う
に
柳
、
星
、
張
、
翼
に

ま
た
が
っ
て
い
て
、
柳
は
十
二
次
の
鶉
火
だ
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

『
周
礼
』
考
工
記
、
朝
人
に

　
　
鳥
旗
七
游
、
以
象
野
火
（
鳥
を
え
が
い
た
旗
〔
旗
の
種
類
の
名
〕
は
七

　
　
本
の
吹
流
し
が
あ
り
、
も
っ
て
鶉
火
を
象
志
し
て
い
る
）

と
あ
り
、
鄭
玄
は
注
に

　
　
…
…
鶉
火
朱
鳥
乙
丸
柳
、
雨
渓
三
星
、
星
七
星
（
鶉
火
は
朱
烏
の
宿
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ

　
　
柳
で
あ
る
。
そ
れ
に
属
す
る
も
の
に
星
〔
宿
〕
が
あ
り
、
星
宿
に
は
七

　
　
　
　
ほ
し

　
　
つ
の
星
が
あ
る
〔
七
本
の
艀
は
こ
の
七
つ
の
星
を
象
る
〕
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ

と
説
朋
す
る
。
邸
玄
は
柳
が
鶉
火
で
、
こ
の
柳
に
附
い
て
い
る
「
星
」
の
星
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が
云
々
、
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
二
十
八
壷
中
の
柳
が
鶉
火
だ
と
考
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
ホ
雅
』
と
陶
じ
考
え
方
で
あ
る
。
都
専
行
は

『
義
疏
』
に
柳
は
鶉
火
の
最
初
に
あ
る
か
ら
、
そ
れ
で
代
表
さ
せ
た
の
だ
、

と
説
明
す
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
。

　
柳
が
鶉
火
だ
と
い
う
考
え
方
は
『
左
伝
』
に
も
窺
わ
れ
る
。
『
左
伝
』
画
期

九
年
の
条
に
、
宋
の
国
で
あ
っ
た
火
災
に
関
連
し
て
晋
侯
が
部
下
に
し
た
質

問
に
対
す
る
答
え
と
し
て
、
次
の
く
だ
り
が
あ
る
。

　
　
瓦
之
二
選
、
或
食
於
心
、
或
食
於
味
、
以
出
入
火
、
是
故
油
島
鶉
火
、

　
　
心
為
大
火
（
昔
の
〔
伝
説
的
な
〕
火
を
司
る
密
は
、
　
〔
神
と
し
て
扱
わ

　
　
れ
〕
心
宿
の
祭
祀
の
際
に
そ
の
お
相
伴
に
あ
ず
か
り
、
或
い
は
味
宿
の

　
　
祭
祀
の
際
に
そ
の
お
相
伴
に
あ
ず
か
り
、
火
の
出
納
を
行
っ
た
。
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
で
味
は
鶉
火
と
い
わ
れ
、
心
は
大
火
と
い
わ
れ
る
）

と
あ
り
、
杜
預
（
晋
の
人
）
の
注
に

　
　
謂
火
正
之
官
配
食
於
火
星
。
建
辰
之
月
、
鶉
火
面
在
南
方
、
則
令
民
放

　
　
火
。
建
戌
孟
月
、
大
火
星
伏
在
日
下
、
夜
不
激
論
、
則
令
民
内
火
、
禁

　
　
放
火
（
〔
昔
の
〕
火
を
司
る
官
〔
の
神
に
ま
つ
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
〕
が

　
　
火
の
星
の
祭
祀
の
相
伴
で
御
馳
走
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
謂
っ
た
も
の

　
　
で
あ
る
。
冬
至
を
含
む
月
か
ら
五
ケ
月
目
の
月
、
鶉
火
が
日
没
後
に
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
南
に
来
る
時
期
に
、
民
を
し
て
〔
陶
器
や
鋳
物
に
〕
火
の
使
用
を
認
め
、

　
　
そ
れ
か
ら
六
ケ
月
後
、
大
火
が
太
陽
と
重
な
っ
て
夜
間
に
見
え
な
く
な

　
　
る
と
、
そ
の
火
の
使
用
を
さ
し
止
め
る
）
α

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
鶉
火
、
大
火
と
い
っ
た
十
二
次
の
次
の
名
称
が
味
（
柳
）
、

心
と
い
っ
た
二
十
八
宿
の
一
つ
を
指
す
の
に
使
わ
れ
て
い
る
。
前
引
の
『
ホ

雅
』
や
『
周
礼
』
の
郷
玄
の
注
の
よ
う
な
言
い
方
の
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
こ

か
ら
も
知
ら
れ
る
。

　
以
上
に
よ
り
鶉
火
、
大
火
は
火
を
司
る
火
正
の
神
と
関
係
の
深
い
、
そ
れ

ら
よ
り
も
上
位
の
神
で
、
柳
と
心
の
星
座
に
関
係
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
率
由
、
大
火
の
名
は
そ
れ
故
、
鶉
の
火
、
大
い
な
る

火
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
右
に
見
た
所
に
よ
り
、
二
十
八
宿
の
柳
、
星
、
張
、
翼
と
つ
づ
く
星
座
が

一
羽
の
鳥
の
噛
、
喉
、
え
ぶ
く
ろ
、
翼
に
見
た
て
ら
れ
、
朱
鳥
を
形
成
し
て

い
て
、
噛
に
豪
る
柳
は
鶉
の
火
の
星
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。

こ
の
朱
鳥
も
含
み
、
鳥
の
頭
お
よ
び
尾
の
延
長
を
も
井
せ
た
十
二
次
の
三
つ

　
ジの

次
が
鶉
の
頭
、
鶉
の
火
、
鶉
の
尾
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
所
を
み
る
と
、

十
二
次
の
こ
れ
ら
の
名
称
は
二
十
八
宿
よ
り
書
起
の
も
の
で
、
鶉
の
火
の
星

名
を
核
に
し
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
二
十
八
宿

と
十
二
次
の
成
立
ち
が
全
体
と
し
て
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
か
は
、
専
門
の

方
に
お
考
え
い
た
だ
く
と
し
て
、
筆
者
に
と
っ
て
差
当
り
重
要
な
こ
と
は
、

短
い
鳥
の
星
座
群
の
中
の
、
鳥
の
嚇
に
当
る
星
座
が
鶉
と
い
う
嘉
名
で
呼
ば

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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四神の一、朱鳥について（林）

　
輪
と
い
う
と
誰
で
も
ま
ず
ウ
ズ
ラ
と
思
う
。
筆
者
も
最
近
ま
で
そ
う
思
い
、

ウ
ズ
ラ
の
臓
は
太
短
く
、
曲
り
も
少
い
の
に
柳
の
星
座
の
ど
こ
が
こ
れ
に
似

て
い
る
の
か
不
可
解
だ
と
考
え
て
い
た
。
朱
鳥
は
柳
を
西
の
端
に
し
て
東
ヘ

セ
イ星

、
張
、
翼
と
つ
づ
き
、
翼
は
北
向
に
拡
が
っ
て
い
る
か
ら
、
嚇
は
西
向
か

南
向
の
は
ず
で
あ
る
。
し
か
る
に
そ
こ
は
西
か
ら
南
へ
と
鉤
形
を
な
し
、
ウ

ズ
ラ
の
嚇
と
は
全
く
似
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
星
座
の
名
の
鶉
は

ウ
ズ
ラ
で
は
な
く
、
ワ
シ
の
意
味
に
読
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
レ

　
許
慎
（
後
漢
の
人
）
の
『
説
文
解
字
』
に
轍
の
字
が
あ
り
、

　
　
轍
、
離
々
…
…
詩
日
、
匪
轍
臨
蔦
（
緻
は
雛
〔
ワ
シ
〕
な
り
…
…
『
詩
』

　
　
（
谷
風
之
什
、
四
月
〕
に
田
わ
く
、
「
轍
に
あ
ら
ず
蔦
に
あ
ら
ず
」
、
と
）

と
あ
る
。
現
行
の
『
詩
』
を
み
る
と
「
匪
忘
憂
鳶
」
と
あ
り
、
『
説
文
』
の

　
　
タ
ソ
　
　
　
　
⑪

轍
は
鶉
と
書
か
れ
る
。
毛
伝
に

　
　
鶉
鵬
也
、
鵬
、
鳶
直
宮
鰐
鳥
也
（
鶉
は
鵬
〔
ワ
シ
〕
な
り
。
鵬
と
鳶
と

　
　
は
貧
残
〔
貧
欲
で
凶
悪
〕
な
鳥
な
り
）

と
あ
る
。
善
玉
裁
は
『
説
文
悪
字
注
』
に
『
説
文
』
の
蹴
が
現
行
の
『
詩
』

で
鶉
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
字
を
簡
略
化
し
た
も
の
だ
、
と
記
す
。
そ
し

て
『
説
文
』
に
は
別
に
佳
に
従
っ
た
錐
の
字
が
あ
っ
て
「
離
の
属
な
り
」
と

釈
さ
れ
、
こ
ち
ら
が
ウ
ズ
ラ
の
字
で
あ
る
。
経
典
中
で
鶉
首
、
脳
髄
、
鶉
尾

と
書
か
れ
る
鶉
の
字
は
本
当
は
鰍
と
書
く
べ
き
で
あ
り
、
『
詩
』
、
北
風
（
伐

檀
）
に
出
て
く
る
北
面
（
許
し
た
鶉
〔
狩
猟
の
獲
物
〕
）
、
自
．
掌
記
』
内
側
に
出

て
く
る
鶉
蝿
（
鵯
の
ス
ー
プ
）
の
鵯
は
錐
（
ウ
ズ
ラ
）
で
、
コ
ソ
テ
キ
入
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

に
よ
っ
て
読
み
わ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
と
言
う
。
柳
の
星
座
の
鉤
形
の

部
分
は
ワ
シ
の
噛
と
見
て
始
め
て
解
釈
が
つ
く
。

　
朱
鳥
の
星
座
群
中
の
柳
の
星
座
の
鳥
の
騰
は
ワ
シ
の
類
の
噛
に
見
た
て
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
曲
り
が

強
す
ぎ
る
。
猛
禽
の
精
な
ら
ば
図
1
の
柳
の
星
座
の
星
に
ふ
ら
れ
た
番
号
の

五
、
一
、
二
ま
で
で
十
分
で
あ
り
、
三
、
四
は
余
計
で
あ
る
。
こ
れ
も
か
ね

て
か
ら
説
囲
が
難
か
し
い
と
困
惑
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
股
～
西
周
の

鳳
風
の
類
の
嚇
で
、
図
4
の
よ
う
な
も
の
か
ら
、
図
9
等
の
よ
う
な
ひ
と
巻

き
し
た
よ
う
な
形
の
も
の
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
類
の
図
像
は
自
然
界

に
棲
息
す
る
鳥
類
の
写
生
で
は
な
く
、
そ
れ
を
原
形
に
し
た
想
像
上
の
神
の

図
像
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
噛
も
た
だ
の
猛
禽
の
噛
の

写
生
で
は
な
く
、
そ
れ
の
神
化
さ
れ
た
天
上
の
鶉
（
ワ
シ
）
の
火
の
星
座
の

精
を
象
っ
た
も
の
と
見
れ
ば
解
釈
が
つ
く
と
考
え
る
。

　
歯
周
の
青
銅
器
そ
の
他
に
表
罫
さ
れ
て
い
る
多
様
な
図
像
で
、
そ
の
由
来

の
説
明
の
難
か
し
い
も
の
は
無
数
に
あ
り
、
思
い
つ
い
て
も
、
こ
れ
で
聞
違

い
な
い
、
と
い
う
の
は
減
多
に
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
か
な
り
自
信

の
持
て
る
解
釈
で
あ
る
。

　
タ
ソ

　
鶉
一
顧
ー
ワ
シ
と
い
う
と
直
ち
に
思
い
浮
べ
ら
れ
る
の
は
、
現
今
も
中
毒

の
山
地
に
広
く
分
布
し
、
昔
の
中
国
人
に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
は
ず
の
イ
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西周前期

ヌ
ワ
シ
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
山
岳
地
帯
に
も
い
る
が
、
未
だ
見
た
こ
と
は
な

い
。
全
体
に
黒
褐
色
で
あ
る
が
、
頭
の
上
か
ら
後
頸
に
わ
た
る
部
分
の
羽
毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

は
長
く
、
柳
葉
状
を
な
し
、
黄
赤
色
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
代
の
中
国
名
で

　
　
　
　
　
　
⑭

金
轡
と
呼
ば
れ
る
。
こ
の
金
色
の
羽
毛
は
図
鑑
で
は
伏
せ
た
状
態
に
え
が
か

れ
て
い
る
が
、
岩
上
に
と
ま
っ
た
写
真
で
横
か
ら
風
を
受
け
、
伸
び
た
髪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

毛
の
よ
う
に
ボ
サ
ボ
サ
と
立
つ
様
の
写
っ
た
も
の
が
あ
る
。
図
4
で
頭
の
後

に
長
い
冠
羽
の
よ
う
な
も
の
が
垂
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
金
色
の
羽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

根
の
図
式
化
さ
れ
た
表
現
と
解
さ
れ
る
。
こ
の
星
座
は
前
記
の
よ
う
に
導
火
、

す
な
わ
ち
鶉
の
火
と
も
呼
ば
れ
、
サ
ソ
リ
座
の
ア
ン
タ
ー
レ
ス
の
大
火
（
大

い
な
る
火
）
と
並
ん
で
火
の
神
と
さ
れ
、
陶
器
製
作
や
銅
器
鋳
造
業
の
火
の

使
用
開
始
の
目
印
と
さ
れ
る
が
、
ア
ン
タ
ー
レ
ス
と
は
異
な
り
、
柳
の
星
座

の
中
に
は
目
立
っ
た
赤
い
星
も
な
い
。
そ
の
星
座
が
春
の
陽
の
気
の
盛
ん
に

な
る
月
に
、
日
暮
時
に
真
南
に
来
る
と
い
う
こ
と
と
共
に
、
そ
れ
が
燃
え
熾

る
火
炎
の
よ
う
な
色
の
冠
羽
を
持
っ
た
イ
ヌ
ワ
シ
の
頭
の
星
座
で
あ
っ
た
こ

と
が
強
く
係
っ
て
い
る
、
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
も
っ
と
も
な
こ
と
と
理
解

さ
れ
よ
う
。

　
図
4
の
冠
羽
は
特
別
長
く
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
少
し
短
い
の
が
普

通
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
S
字
形
に
翻
る
羽
冠
を
持
っ
た
猛
禽
の
表
現
は
、

中
国
で
は
股
周
よ
り
四
千
年
も
古
く
、
闘
魂
渡
文
化
に
遡
る
。
先
に
筆
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

太
陽
の
幻
日
に
起
原
を
持
つ
と
考
え
た
、
日
月
を
負
う
猟
鳥
に
こ
れ
が
見
出

さ
れ
る
の
で
あ
る
（
図
5
）
。
先
に
幻
日
が
鳥
頭
に
見
立
て
ら
れ
た
と
考
え

た
時
、
そ
の
鳥
が
な
ぜ
精
が
真
直
な
鳥
で
な
く
、
猛
禽
の
曲
っ
た
噛
を
持
ち
、

S
字
形
の
冠
羽
を
持
っ
た
鳥
で
あ
る
の
か
説
明
し
な
か
っ
た
。
そ
の
時
は
わ

か
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
イ
ヌ
ワ
シ
が
そ
の
時
分

に
既
に
火
の
鳥
と
見
ら
れ
て
お
り
、
太
陽
の
両
側
に
現
れ
る
か
ら
に
は
、
そ

の
鳥
は
イ
ヌ
ワ
シ
の
姿
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
考
え
ら
れ
た
に
相
違
な

い
の
で
あ
る
。

　
河
嬬
渡
文
化
の
太
陽
と
そ
の
両
側
の
幻
日
を
日
の
円
盤
と
外
向
の
乾
鳥
で

表
現
し
た
図
像
の
伝
統
が
、
二
千
年
ほ
ど
後
の
良
渚
文
化
の
神
面
と
そ
の
両

側
の
鳥
形
図
像
に
た
ど
ら
れ
、
そ
れ
が
更
に
千
数
百
年
後
の
股
文
化
の
青
銅

器
上
の
思
郷
－
当
時
の
最
高
神
・
帝
1
に
も
残
り
、
そ
の
両
側
に
外
向

の
龍
身
鳥
首
神
が
配
さ
れ
る
形
で
、
な
い
し
は
饗
饗
の
身
体
の
煮
端
が
音
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

に
化
す
る
と
い
う
形
（
図
6
）
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
豊
前
に
詳
論
し
え
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四神の一、兼鳥について（林）

図5　双鳥の負う日と月　骨匙河嫌渡文化

P，囑’、
㌧，

ｰ
嚇
∵埜

図6　身体の端が肘頭に化した重量　爵　毅後期

所
で
あ
静
認
婆
化
の
日
轟
の
諏
の
双
塁
賦
が
・
竪
化
の
イ

ヌ
ワ
シ
を
象
っ
た
図
像
と
共
通
の
特
微
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
決
し
て
偶
然

の
こ
と
で
は
あ
り
え
な
い
。

　
さ
て
こ
の
イ
ヌ
ワ
シ
の
星
座
を
象
っ
た
鳥
形
の
図
像
は
、
図
7
の
文
に
も

見
出
さ
れ
る
。
父
に
例
の
多
い
装
飾
で
あ
る
が
、
大
き
な
巻
き
込
ん
だ
形
の

鵬
の
後
に
閤
と
羽
冠
が
あ
り
、
そ
の
下
に
は
肢
が
附
く
が
、
身
体
は
小
ぶ
り

な
「
し
」
字
形
を
も
っ
て
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
星
座
と
比
べ
て
み
る
と
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
イ

れ
は
柳
に
当
る
所
だ
け
に
対
応
し
、
星
、
張
、
翼
は
省
か
れ
て
い
る
と
理
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ン

さ
れ
よ
う
。
柳
だ
け
を
も
っ
て
鶉
を
表
琉
し
た
図
像
で
あ
る
。
先
に
『
ホ
雅
』

に
「
味
は
こ
れ
を
柳
と
い
い
、
柳
は
鶉
火
な
り
」
と
あ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ

れ
る
。
柳
の
星
座
だ
け
に
つ
い
て
鶉
火
だ
、
と
言
っ
て
い
た
の
は
、
別
に
柳

一
つ
だ
け
を
挙
げ
て
朱
鳥
の
星
座
群
全
体
を
代
表
さ
せ
た
、
と
い
う
よ
う
な

言
い
ま
わ
し
の
間
題
で
は
な
く
、
こ
う
い
う
鶉
火
の
図
像
が
あ
っ
て
の
話
だ

っ
た
、
と
考
え
れ
ば
わ
か
り
易
い
。

　
柳
に
つ
い
て
『
史
記
』
天
欝
欝
に
は
木
や
草
を
司
る
、
と
あ
る
。
今
日
の

暦
で
言
っ
て
四
月
か
ら
五
月
、
草
や
木
の
葉
が
急
に
青
々
と
茂
り
始
め
る
時

期
の
星
座
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
伝
え
の
あ
っ
た
こ
と
は
首
肯
で
き
る
。

し
か
し
殿
．
時
代
に
入
を
殺
傷
す
る
た
め
の
武
器
で
あ
る
父
に
飾
ら
れ
て
い
る

こ
の
イ
ヌ
ワ
シ
の
星
座
の
神
は
、
草
木
を
司
る
も
の
と
い
う
の
で
は
そ
ぐ
わ

な
い
。
こ
の
場
合
前
引
の
『
詩
』
の
毛
伝
に
「
貧
欲
で
凶
悪
な
鳥
」
と
さ
れ
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図7　柳を象る鳥

　　R股後期

る
ワ
シ
の
星
座
の
神
は
、
ワ
シ
の
本
性
を
色
濃
く
残
し
た
神
で
あ
っ
た
と

考
え
た
方
が
似
つ
か
わ
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
イ
ヌ
ワ
シ
は
大
型
の

鳥
（
ガ
ソ
や
ハ
ク
チ
ョ
ウ
ほ
か
）
や
獣
（
シ
カ
、
ヤ
ギ
、
キ
ツ
ネ
、
ヒ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
⑳

ジ
）
を
捕
え
て
食
う
。
股
後
期
の
早
い
時
期
、
股
王
朝
は
盛
ん
に
敵
対
す

る
国
や
周
辺
の
異
民
族
を
襲
撃
し
て
首
を
と
り
、
財
物
を
奪
い
、
捕
虜
を

獲
得
し
て
帰
り
、
祭
祀
の
犠
牲
に
使
用
し
た
。
イ
ヌ
ワ
シ
の
星
座
の
神
の

　
　
　
　
　
　
　
　
像
は
、
そ
の
武
器
の
守
り
神
と
し
て
極
め
て
似
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
し
い
も
の
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
星
座
の
神
は
ま
た
図
8
の
よ
う
に
酒
杯
の
飾

図8　柳を象る鳥　象牙杯　股後期

り
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
把
手
の
指
を
挿
し
込

む
部
分
か
ら
上
に
、
巻
い
た
噛
を
外
に
向
け
、
図
7

と
同
様
大
き
な
頭
を
も
ち
、
目
の
後
方
に
冠
羽
を
垂

れ
、
目
の
下
に
「
し
」
字
形
の
身
体
と
足
の
つ
い
た

柳
・
鶉
火
の
星
座
の
神
で
あ
る
。
武
器
の
飾
り
と
し

て
は
右
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
と
し
て
、
酒
杯
の
飾
り

と
し
て
は
ど
う
か
。
『
史
記
』
の
南
宮
の
条
の
始
め

の
所
の
『
正
義
』
に
は
柳
の
星
座
は
天
の
コ
ッ
ク
長

で
、
宮
中
の
御
馳
走
を
司
る
官
を
管
轄
し
、
味
を
調

え
る
、
と
記
さ
れ
て
い
た
。
朱
鳥
の
身
体
を
構
成
す

る
星
座
の
一
つ
で
あ
る
張
に
つ
い
て
、
『
史
記
』
に

ユ34 （942）



四神の一一、：朱鳥について（林）

は
こ
こ
は
台
所
で
客
に
酒
を
す
す
め
る
こ
と
を
司
る
、
と
温
い
、
唐
時
代
の

注
釈
に
も
こ
れ
は
鳥
の
え
ぶ
く
ろ
の
意
味
の
星
座
で
、
天
の
廣
房
で
あ
っ
て

食
物
と
飲
物
を
司
り
、
賓
客
に
対
し
て
褒
美
に
賜
る
酒
を
す
す
め
る
こ
と
を

司
る
、
と
記
さ
れ
る
。
鳥
の
え
ぶ
く
ろ
は
、
食
っ
た
も
の
を
ど
ん
ど
ん
つ
め

込
ん
で
貯
め
て
お
き
、
順
次
胃
に
送
り
込
む
器
官
で
あ
る
。
こ
れ
が
象
徴
的

に
解
さ
れ
て
天
の
神
の
食
事
関
係
の
役
燐
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
罪

の
『
史
記
正
義
』
に
梯
の
星
座
の
働
き
と
し
て
記
さ
れ
る
所
は
、
こ
の
朱
鳥

の
え
ぶ
く
ろ
の
星
座
、
張
の
働
き
が
朱
鳥
の
最
初
の
星
座
、
柳
の
も
の
に
敷

延
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
こ
の
柳
の
働
き
は
酒
杯
の
飾
り
と
し
て
は
ぴ
っ
た
り
で
あ
る
。
こ
の

杯
を
背
に
し
た
ワ
シ
の
星
座
の
図
像
は
、
天
の
コ
ッ
ク
長
で
、
杯
を
背
に
負

い
、
天
の
世
界
か
ら
地
上
の
酒
宴
の
場
に
降
り
立
っ
た
、
と
い
う
趣
向
で
あ

る
。
こ
の
杯
の
酒
は
た
だ
の
酒
で
な
く
、
こ
の
天
の
コ
ッ
ク
長
が
味
を
調
え

た
天
上
の
酒
に
見
た
て
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
図
8
の
杯
は
象
牙
製
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
材
質
の
も
の
が
残
っ
て
い

る
こ
と
は
例
外
的
で
あ
る
。
股
に
限
ら
ず
、
春
秋
、
戦
国
暗
代
で
も
酒
杯
は

角
と
か
木
な
ど
、
腐
っ
て
失
わ
れ
易
い
材
料
で
作
ら
れ
た
た
め
、
遺
物
は
稀

で
あ
る
。
図
8
の
よ
う
な
装
飾
の
つ
い
た
杯
の
伝
統
は
、
そ
れ
で
も
戦
国
時

代
ま
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
引
用
す
る
余
裕
が

な
い
。

　
酒
杯
の
遺
物
は
少
い
が
、
酒
を
容
れ
て
お
く
つ
ぼ
類
や
飯
を
盛
る
お
は
ち

の
類
は
青
銅
が
使
わ
れ
た
た
め
、
そ
の
遺
物
も
少
く
な
い
。
そ
の
中
に
イ
ヌ

ワ
シ
の
星
座
の
・
鳥
形
を
使
っ
た
デ
ザ
イ
ン
が
見
出
さ
れ
る
。
図
9
は
酒
と
香

草
の
煮
汁
を
混
ぜ
た
も
の
を
入
れ
る
た
め
の
水
指
形
の
容
器
（
喩
一
）
の
留
手

に
使
わ
れ
た
も
の
。
同
じ
形
の
把
手
は
飯
の
お
は
ち
（
纂
）
に
も
多
く
見
ら

れ
る
。
図
1
0
、
1
1
は
把
手
と
し
て
で
な
く
、
圃
じ
鳥
を
容
器
の
形
に
仕
立
て

た
も
の
。
図
1
0
は
単
独
で
、
麟
1
1
は
一
対
を
背
黒
合
せ
に
し
た
形
で
容
器
に

作
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
引
い
た
類
は
、
鳥
の
頭
の
上
に
所
謂
饗
餐
、
な
い

し
そ
れ
と
似
た
形
を
持
ち
、
格
の
　
段
下
る
神
の
顔
（
犠
首
）
が
載
っ
て
い

る
所
に
特
色
が
あ
る
。
図
9
で
把
手
の
鳥
の
特
徴
的
な
鉤
形
の
嚇
と
円
い
目

か
ら
左
が
、
鳥
の
頭
に
か
ぶ
さ
っ
た
別
の
神
の
顔
に
な
っ
て
い
る
。
図
1
0
右

図
、
1
1
左
半
で
は
噛
か
ら
霜
に
別
の
神
の
顔
が
載
り
、
鳥
の
蔭
も
か
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
る
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
筆
者
は
以
前
に
こ
の
鳥
は
鳳
團
で
、
天
上

の
最
高
神
で
あ
る
帝
（
所
謂
竪
餐
）
や
そ
の
一
段
格
の
下
る
神
（
所
謂
美
浜
）

の
仮
面
を
着
用
し
て
出
現
し
た
姿
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
現
在
も
こ
の
解
釈

は
誤
っ
て
い
な
い
と
考
え
る
。
た
だ
、
鳳
鳳
と
い
っ
て
も
股
勝
代
以
来
魚
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

類
か
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た
鳳

風
で
あ
る
か
特
定
し
な
か
っ
た
。
右
に
考
察
し
た
所
を
頭
に
置
い
て
改
め
て

考
え
て
み
れ
ぼ
、
飲
食
と
関
係
の
深
い
青
銅
器
に
使
わ
れ
た
鳳
鳳
の
類
は
、

天
の
台
所
を
司
り
、
客
を
御
馳
走
す
る
張
の
星
宿
を
腹
と
す
る
朱
鳥
、
鶉
火
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図9　犠酋の面を着けた朱鳥　匝　股後期

図10犠首の仮面を着けた朱鳥　容器　股後期
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照神の一、朱鳥について（林）

の
鳳
で
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
股
周
寒
桜
の
脊
銅
製
の
容
器
類
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
死
ん
だ
祖
先
の
祭
祀
用
の
器
で
あ
る
。
祖
先
の
神
は
こ
の
容
器
を

も
っ
て
飲
食
の
饗
応
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
生
存
者
が
死
者
の
た

め
に
飲
食
を
用
意
し
、
地
上
の
祭
祀
の
場
で
供
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
出
さ

れ
る
飲
食
物
は
天
の
最
高
神
の
仮
面
を
着
け
た
朱
鳥
の
星
座
の
神
が
、
そ
の

使
者
の
資
格
で
天
の
厨
房
か
ら
か
つ
い
で
来
た
と
い
う
形
の
容
器
を
も
っ
て

供
さ
れ
、
そ
う
い
う
た
て
ま
え
の
も
の
と
し
て
祖
先
に
受
け
取
ら
れ
た
と
考

　
　
　
⑳

え
ら
れ
る
。
こ
の
祭
器
か
ら
お
下
り
を
飲
ん
だ
り
食
っ
た
り
す
る
生
者
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

天
の
帝
と
自
分
の
祖
先
の
お
相
伴
を
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
股
周
の
祭
祀
用
の
器
に
飲
食
を
背
に
負
い
、
或
い
は
腹
に
容
れ
て
運
ぶ
形

で
使
わ
れ
る
鳥
が
朱
鳥
の
星
宿
を
象
っ
た
も
の
と
な
る
と
、
図
9
～
1
1
の
よ

う
な
形
で
そ
の
頭
上
に
仮
面
の
形
で
着
け
ら
れ
る
そ
の
主
人
の
讐
甕
郡
帝
も
、

ど
の
帝
で
あ
る
か
見
当
を
つ
け
得
る
こ
と
に
な
る
。
股
時
代
の
青
銅
器
に
飾

ら
れ
る
所
謂
餐
繋
に
つ
い
て
、
筆
者
は
こ
れ
を
当
時
の
最
高
神
の
「
帝
」
の

図
像
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
種
類
は
大
き
く
分
け
て
も
十
に
余
る
。

し
か
し
神
と
し
て
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
性
格
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て

い
た
か
に
つ
い
て
知
る
手
掛
り
は
、
今
の
二
面
ん
ど
な
い
。
今
の
朱
鳥
が
仮

面
と
し
て
か
ぶ
り
、
そ
れ
の
主
君
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
饗
整
は
、
総

　
　
　
⑳

て
の
例
で
、
図
1
0
、
1
1
に
見
る
よ
う
な
、
筆
者
が
羊
角
と
呼
ん
だ
、
牡
羊
の

角
の
よ
う
に
巻
い
た
角
を
も
つ
。
こ
の
事
実
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
、
以
前

に
は
良
い
考
え
が
浮
ば
な
か
っ
た
の
で
、
事
実
を
指
摘
す
る
に
留
っ
た
が
、

こ
の
鳥
が
朱
鳥
の
宿
を
象
っ
た
神
と
知
れ
ば
、
何
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。

『
史
記
』
の
南
宮
の
星
座
里
中
、
前
引
の
朱
鳥
を
構
成
す
る
柳
、
星
、
張
、

翼
の
北
方
に
、
天
子
の
宮
廷
に
な
ぞ
ら
え
た
将
、
掘
等
の
官
名
を
持
つ
星
に

囲
ま
れ
、
太
微
と
呼
ば
れ
る
一
群
の
星
が
あ
り
、
中
に
五
帝
座
の
星
座
が
あ

る
（
図
1
）
。
獅
子
座
か
ら
乙
女
座
に
か
け
て
の
辺
で
あ
る
。
『
史
記
』
に
は

書
い
て
な
い
が
『
群
書
』
天
文
志
に
五
帝
座
の
五
つ
の
星
の
真
中
の
も
の
を

黄
帝
の
座
と
呼
び
、
蒼
黒
、
赤
帝
、
白
帝
、
黒
帯
が
そ
の
東
、
南
、
西
、
北

か
ら
こ
れ
を
囲
ん
で
い
る
と
し
て
い
る
。
朱
鳥
の
主
人
で
あ
る
帝
は
同
じ
南

宮
の
中
に
罷
む
べ
き
と
恩
わ
れ
る
と
は
い
え
、
五
帝
座
の
中
心
を
黄
帝
が
占

め
る
と
い
っ
て
も
、
差
し
当
り
そ
れ
が
ど
の
帝
で
あ
る
か
は
決
め
ら
れ
な
い

わ
け
で
あ
る
。
と
は
い
へ
、
こ
の
太
微
の
西
方
に
軒
較
の
星
座
が
あ
り
、
下

膨
は
『
晋
書
』
天
文
志
、
上
に
黄
帝
の
神
と
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
考
え
、
そ

の
東
方
の
五
帝
座
の
中
央
の
主
人
格
の
星
を
黄
帝
の
座
と
す
る
こ
と
は
筋
が

通
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
う
考
え
て
よ
い
と
す
る
と
、
方
角
で
君
う
と

南
方
に
毫
て
ら
れ
た
南
宮
の
中
に
、
五
行
説
で
言
う
と
中
央
に
当
る
「
黄
」

の
宇
を
附
し
た
帝
の
座
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
は
少
し
妙
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
『
史
記
』
の
天

官
書
の
天
官
と
は
、
『
索
隠
』
に

　
　
案
、
天
文
有
五
官
。
怠
者
、
星
官
也
。
星
座
有
尊
卑
、
若
人
之
官
爵
列
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位
、
故
日
天
官
（
案
ず
る
に
、
天
文
に
五
つ
の
官
が
あ
る
。
官
と
は
星

　
　
の
宮
（
役
人
）
で
あ
る
。
星
座
に
は
身
分
の
尊
卑
が
あ
る
こ
と
、
人
間

　
　
の
官
に
い
ろ
い
ろ
な
部
署
や
地
位
が
あ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
故
に

　
　
天
の
官
と
い
う
）

と
あ
る
よ
う
に
、
星
座
は
中
央
と
東
南
西
北
の
五
方
向
に
あ
る
役
所
の
グ
ル

ー
プ
と
看
倣
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
繁
雑
で
あ
る
か
ら
引
か
な
い
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
は
帝
の
家
族
や
官
僚
組
織
、
附
属
建
物
の
星
座
が

附
随
し
て
い
る
。
役
所
だ
け
で
な
く
、
夫
々
に
は
最
高
支
配
者
も
考
え
ら
れ

て
い
る
。
今
引
い
た
南
宮
の
ほ
か
、
東
宮
に
は
天
王
（
帝
）
の
座
だ
と
い
う

大
角
（
ア
…
ク
ト
ウ
ル
ス
）
が
あ
り
、
サ
ソ
リ
座
の
ア
ソ
タ
ー
レ
ス
は
天
王

（
帝
）
だ
と
い
う
。
西
宮
に
は
帝
の
座
は
な
い
が
五
車
（
御
者
座
）
と
い
う

五
帝
の
車
庫
が
あ
る
。
北
宮
に
は
帝
の
関
係
の
星
座
は
な
く
、
そ
れ
に
代
る

も
の
か
、
中
宮
に
は
北
極
（
コ
グ
マ
座
）
の
中
に
太
一
の
常
居
が
あ
り
、
『
晋

書
』
天
文
志
に
は
華
岩
塚
の
下
に
五
帝
座
が
あ
り
、
後
漢
の
鏡
背
紋
に
そ
の

　
　
　
　
㊧

画
像
が
あ
る
。
も
う
少
し
す
っ
き
り
整
理
し
た
ら
よ
い
と
思
う
が
、
列
国
抗

争
の
戦
国
時
代
に
は
こ
れ
で
当
り
萌
と
思
わ
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
南
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
黄
帝
の
座
が
あ
っ
て
、
そ
の
家
来
に
朱
鳥
が
い
る
、
な
ど
と
い
う
の
も
、

☆
い
伝
承
が
整
理
さ
れ
ず
に
残
存
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
に
真
実
味
が

あ
る
と
言
え
よ
う
。
黄
帝
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
知
る
術
も
な

い
が
、
朱
鳥
の
主
人
の
帝
が
太
微
中
の
五
帝
座
の
中
心
的
な
星
に
座
を
持
つ

帝
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
定
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
飲
食
の
具
を
飾
る
朱
鳥
に
つ
い
て
は
記
す
べ
き
こ
と
が
未
だ
多
く
残
っ
て

い
る
が
、
紙
面
の
制
限
が
あ
る
の
で
、
別
の
機
会
に
譲
る
ほ
か
な
い
。
先
に

火
の
鳥
と
し
て
の
イ
ヌ
ワ
シ
が
早
く
河
撫
渡
文
化
の
日
月
の
円
盤
の
両
側
に

出
現
す
る
こ
と
に
注
意
し
た
が
、
あ
と
そ
れ
と
股
と
の
中
間
に
位
す
る
龍
山

文
化
に
そ
の
図
像
が
現
れ
る
こ
と
だ
け
は
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

図
1
2
～
1
4
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
龍
山
文
化
の
資
料
や
河
昏

夢
文
化
、
良
渚
文
化
の
鳥
関
係
の
図
像
や
記
号
等
を
論
じ
た
論
文
は
従
来
少

く
な
い
が
、
い
ま
こ
の
狭
い
紙
面
で
一
々
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
。
一
通
り

図
像
資
料
を
引
き
、
文
献
資
料
中
の
こ
の
地
方
に
係
る
鳥
関
係
の
伝
説
に
言

及
し
、
鳥
の
祖
先
神
、
ト
ー
テ
ム
、
太
陽
神
等
と
い
っ
た
方
向
に
解
釈
を
行

う
、
と
い
う
の
が
通
例
で
、
引
か
れ
る
資
料
も
同
じ
な
ら
立
言
も
似
た
り
よ

　
　
　
　
　
⑳

つ
た
り
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
龍
山
文
化
の
鳥
の
図
像
を
少
し
丁
寧
に
見
て
み
よ
う
。
図
1
2
は

台
北
の
国
立
故
宮
博
物
館
蔵
の
軟
玉
の
斧
に
彫
ら
れ
た
も
の
で
、
表
現
に
使

わ
れ
た
線
の
様
式
、
技
法
か
ら
年
代
が
知
ら
れ
る
。
鳥
頭
は
側
視
形
に
表
わ

さ
れ
、
大
き
な
鉤
形
の
嚇
が
最
上
都
に
あ
り
、
人
間
の
週
の
よ
う
な
形
の
鼠

の
右
下
に
長
い
「
し
」
字
形
の
冠
羽
が
垂
れ
て
い
る
。
こ
の
図
像
に
見
る
程

に
先
端
が
強
く
内
に
巻
き
込
ん
だ
嚇
は
ワ
シ
や
タ
カ
に
見
ら
れ
ず
、
朱
鳥
の

宿
の
柳
の
星
座
の
形
を
原
形
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
親
実
の
猛
禽
に
な
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い
長
い
冠
羽
の
表
現
は
イ
ヌ
ワ
シ
の
金
色
の
冠
羽
の
象
微
量
表
現
で
、
全
体

が
神
化
さ
れ
た
朱
鳥
の
図
像
で
あ
ろ
う
こ
と
、
先
に
記
し
た
こ
と
が
そ
の
ま

ま
通
用
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
翼
は
空
中
を
遊
ざ
す
る
時
の
よ
う
に
一
ぱ
い
に
拡
げ
ら
れ
て
は
い
ず
、
ま

た
物
に
棲
っ
て
い
る
時
の
よ
う
に
た
た
ま
れ
て
も
い
な
い
。
翼
の
上
縁
、
肩

か
ら
少
し
外
れ
た
所
に
突
出
部
が
あ
る
の
は
、
図
1
5
に
著
る
し
く
角
張
っ
て

見
え
て
い
る
、
尺
骨
、
椀
骨
の
先
の
関
節
、
人
間
の
手
頸
に
該
当
す
る
藷
分

で
あ
る
。
こ
の
尖
り
は
図
1
5
の
写
真
に
誇
張
さ
れ
た
形
に
写
っ
て
い
る
。
図

12

`
1
4
で
翼
の
外
側
に
一
段
短
い
羽
根
が
重
な
っ
た
よ
う
な
形
に
表
現
さ
れ

て
い
る
の
は
、
先
の
人
間
の
手
頸
に
該
当
す
る
関
節
部
の
外
側
に
あ
る
小
翼

羽
で
あ
る
。
そ
こ
に
第
二
指
骨
の
入
っ
た
突
出
が
あ
り
、
そ
こ
に
短
い
風
切

羽
根
が
附
き
、
翼
の
浮
力
を
調
節
す
る
。
図
1
5
に
急
降
下
す
る
時
の
小
翼
羽

の
形
が
写
っ
て
い
る
。
図
1
2
～
1
4
の
図
像
の
半
分
た
た
ま
れ
た
よ
う
な
翼
は
、

獲
物
に
襲
い
か
か
る
時
の
翼
の
一
購
の
形
を
図
式
的
に
表
現
し
た
も
の
と
見

ら
れ
よ
う
。

　
ど
の
図
像
も
肢
を
の
ば
し
、
指
は
開
か
れ
て
い
る
。
図
1
2
で
は
爪
の
先
端

だ
け
が
下
の
線
に
接
し
、
指
は
浮
い
て
い
る
。
物
の
上
に
棲
っ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
指
は
下
の
物
に
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
二
七
を
飛
翔

し
て
い
る
時
は
図
1
5
の
よ
う
に
指
を
ち
ぢ
め
て
い
る
。
と
す
る
と
こ
の
よ
う

な
図
像
は
空
中
か
ら
獲
物
に
掴
み
か
か
ろ
う
と
し
て
指
を
開
い
た
瞬
闘
を
写

し
た
も
の
で
、
肢
は
下
方
の
獲
物
に
向
っ
て
伸
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、

描
き
易
い
よ
う
に
身
体
と
同
方
向
に
蓑
現
さ
れ
た
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な

る
。　

図
1
4
は
故
宮
博
物
院
で
「
鷹
が
人
の
首
を
撰
う
」
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、

肢
の
下
の
一
対
の
人
頭
に
は
爪
の
先
が
軽
く
触
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
図

13

ﾌ
よ
う
に
爪
の
下
に
人
闘
の
善
が
あ
る
の
を
、
巫
鴻
が
こ
の
鳥
が
人
の
首

を
撰
う
光
景
と
見
、
こ
の
鳥
形
の
神
に
人
聞
の
犠
牲
を
捧
げ
て
祭
祀
し
て
い

る
と
解
し
た
の
に
対
し
、
鄙
淑
頚
は
図
1
2
の
よ
う
に
同
様
な
髪
を
長
く
話
し

た
人
頭
が
分
難
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
例
の
あ
る
所
か
ら
、
そ
の
解
釈
は
正

し
く
な
い
と
す
る
。
そ
の
点
は
確
か
に
そ
の
通
り
で
、
人
間
の
首
を
害
う
の

で
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
爪
で
掴
ん
だ
状
態
を
描
写
し
た
ら
よ
い
。
図
1
4
な
ど

は
人
間
の
頭
が
二
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
一
度
に
二
個
撲
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

現
実
の
猛
禽
は
獲
物
を
両
方
の
肢
で
し
っ
か
り
掴
ん
で
飛
び
去
る
。
昔
の
人

は
よ
く
観
察
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
蜀
氏
は
こ
の
猛
禽
の
神
を
猛
禽
類
と

い
う
意
昧
を
持
っ
た
語
、
驚
に
読
み
か
え
う
る
熱
を
名
と
し
て
持
っ
た
、
少

　
　
　
　
　
⑳

昊
の
姿
と
見
た
。
し
か
し
類
を
指
す
語
は
神
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
で
あ

ろ
う
。
こ
の
龍
山
文
化
の
猛
禽
の
姿
の
神
は
、
筆
奢
が
こ
の
論
文
で
朱
鳥
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ア

宿
を
象
っ
た
と
考
え
た
婦
警
の
鶉
、
イ
ヌ
ワ
シ
の
姿
の
神
の
古
い
図
像
と
見

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
が
こ
の
時
代
、
ど
の
よ
う
な
格
の
神
で
、

そ
の
役
割
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
今
後
の
問
題
で
あ
る
。
こ
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の
鳥
形
の
神
と
一
緒
に
表
わ
さ
れ
る
人
間
の
頭
の
形
を
持
つ
神
に
は
各
種
が

あ
る
が
、
そ
れ
ら
と
の
開
係
如
何
、
図
！
3
、
1
4
で
翼
の
上
に
乗
る
小
型
の
鳥

そ
の
他
の
動
物
の
意
味
如
何
等
、
資
料
が
増
加
し
て
く
る
の
を
待
て
ば
、
憶

測
を
排
し
、
多
少
と
も
証
拠
を
示
し
て
論
ず
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
で
あ
ろ

、
つ
。

　
こ
の
論
文
に
は
本
来
毅
～
漢
の
酒
杯
の
類
に
加
え
ら
れ
た
鳥
を
象
る
装
飾

を
論
じ
た
部
分
が
あ
り
、
以
上
は
そ
の
序
論
の
よ
う
な
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、

既
に
そ
の
部
分
を
収
容
す
べ
き
函
数
が
不
足
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
そ
の

分
は
切
り
難
し
、
こ
こ
で
こ
の
小
論
を
終
っ
て
お
く
。

　
①
　
銭
大
断
は
（
『
二
十
二
史
考
異
』
三
、
史
記
の
条
）
こ
れ
ら
中
宮
、
南
宮
等
の

　
　
宮
は
官
の
誤
り
だ
と
指
摘
し
、
従
う
べ
き
だ
と
さ
れ
る
（
清
水
一
九
四
四
、
二
ご

　
　
八
頁
）
。
こ
こ
に
は
現
行
の
テ
キ
ス
ト
の
「
宮
」
字
を
使
っ
て
お
く
。

　
②
　
林
一
九
九
三
、
二
四
～
二
八
頁
。

　
③
　
同
じ
こ
と
が
『
晋
書
』
天
文
志
に
書
か
れ
「
又
主
雷
雨
」
の
語
が
入
っ
て
い
る
。

　
④
橋
本
一
九
九
三
、
六
三
頁
、
図
1
5
。

　
⑤
　
藪
内
一
九
六
九
、
四
六
頁
。

　
⑥
詞
右
、
四
六
～
四
七
頁
。

　
⑦
　
王
健
民
等
一
九
七
九
、
『
特
別
重
継
侯
乙
墓
』
（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
一
九
九
工
、

　
　
東
京
、
～
五
。

　
③
　
橋
本
一
九
九
三
、
六
九
頁
。

　
⑨
次
に
引
く
杜
預
の
注
お
よ
び
孔
頴
達
の
疏
に
従
っ
て
訳
し
た
。
竹
内
一
九
五
八
、

　
　
一
七
九
頁
、
貝
塚
一
九
七
〇
、
二
〇
三
頁
に
は
別
様
に
解
さ
れ
て
い
る
が
、
如
何

　
　
で
あ
ろ
う
か
。

　
⑩
　
出
火
、
翰
火
に
つ
い
で
な
『
周
礼
拙
筆
今
迄
の
火
を
司
る
省
で
あ
る
司
朧
の
条

　
及
び
鄭
玄
の
注
を
参
照
。

⑪
音
は
徒
丸
反
で
タ
ン
と
読
ま
れ
て
い
る
。
な
お
『
説
文
』
の
引
用
中
の
蔦
は
現

　
行
の
『
詩
』
に
鳶
と
あ
る
の
が
正
し
く
、
蔦
は
写
し
違
え
と
さ
れ
る
（
馬
瑞
辰
『
毛

　
詩
心
箋
通
釈
』
巻
二
十
一
）
。

⑫
王
箔
の
『
説
文
句
読
』
鰍
字
の
条
に
鶉
首
、
鶉
火
、
鶉
尾
の
鶉
は
鳳
の
励
磁
で

　
巌
、
鶉
と
係
り
は
な
い
と
記
さ
れ
る
が
、
独
断
の
言
で
あ
る
。

⑬
『
学
生
版
動
物
図
鑑
』
七
酋
頁
。
小
林
　
九
六
七
、
図
版
二
五
。

⑭
　
『
中
国
大
百
科
全
書
』
生
物
学
1
、
二
五
六
頁
。

⑮
『
中
国
大
百
科
全
書
』
生
物
学
避
、
彩
色
図
版
一
六
四
。

⑯
他
に
カ
ン
ム
リ
ワ
シ
と
い
う
小
型
の
ワ
シ
が
い
て
後
頭
の
羽
毛
が
少
し
長
く
冠

　
状
に
な
る
が
（
高
野
一
九
九
二
、
　
一
七
工
頁
）
、
分
布
が
現
在
華
中
以
南
に
限
ら

　
れ
る
。

⑰
林
一
九
九
一
a
、
…
　
七
頁
。

⑲
他
に
林
一
九
八
六
、
二
一
二
七
八
～
二
八
○
、
ニ
ー
四
八
一
～
踏
八
六
（
二
…

　
四
八
一
、
四
八
五
以
外
は
爵
）
。

⑲
　
林
一
九
九
一
、
三
〇
七
～
三
一
一
頁
、
林
一
九
九
一
a
、
一
一
五
頁
。

⑳
　
鄭
～
九
六
｛
二
、
　
一
二
四
頁
。

⑳
　
林
一
九
八
穴
、
一
一
…
四
～
四
〇
頁
。

⑫
林
一
九
八
六
、
一
三
二
～
一
四
八
頁
。

⑳
　
朱
鳥
の
宿
の
朱
鳥
は
朱
雀
と
も
呼
ば
れ
、
漢
時
代
に
こ
の
「
雀
」
は
鳳
慰
の
一

　
種
と
漕
倣
さ
れ
て
い
る
（
林
一
九
八
六
、
＝
二
八
～
一
三
九
頁
）
。

⑳
膏
銅
の
祭
器
を
も
っ
て
記
ら
れ
る
身
分
の
人
々
の
祖
先
は
西
周
時
代
、
死
後
天

　
上
の
帝
の
左
右
に
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
（
白
川
一
九
六
二
～
一
九
入
四
、

　
｝
八
、
二
六
九
－
二
七
〇
頁
）
。

⑳
　
獣
鐘
の
銘
文
に
「
こ
れ
珍
い
な
る
上
帝
と
諸
神
（
多
く
の
祖
先
の
鑑
）
は
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
は
か
り
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
お

　
を
た
す
け
、
自
分
の
鰍
も
成
功
し
て
比
類
が
な
い
。
自
分
は
祖
先
に
つ
い
で
皇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お

　
い
な
る
天
に
概
（
伸
澗
入
り
）
さ
せ
て
も
ら
い
…
…
』
と
あ
る
。
濃
い
な
る
天
に
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配
せ
ら
れ
る
」
の
語
は
他
に
｛
附
宮
乎
鐘
（
中
国
社
ム
筑
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八

　
四
～
、
｝
、
｝
八
一
）
、
鉄
簸
（
陶
、
八
、
四
三
｝
七
）
に
も
見
え
る
が
、
現
実
の

　
行
動
と
し
て
は
こ
こ
に
引
い
た
よ
う
な
青
鋼
器
で
天
上
の
帝
、
死
ん
だ
祖
先
の
露

　
と
飲
食
を
共
に
す
る
こ
と
と
解
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
な
お
後
漢
時
代
の
地
下
の
墓
室
の
装
飾
に
死
去
し
た
夫
婦
が
神
話
旧
世
界
の
中

　
に
坐
し
、
周
睡
に
音
楽
、
踊
り
や
軍
馬
の
並
ぶ
図
像
が
あ
り
、
横
に
「
こ
の
上
の

　
人
馬
は
皆
天
倉
に
上
食
せ
ん
」
と
書
か
れ
る
も
の
が
あ
る
が
（
山
東
省
博
物
館
等

　
　
九
八
二
、
五
㎝
頁
）
、
こ
こ
に
早
く
死
者
は
天
上
の
食
物
を
供
さ
れ
る
、
と
い

　
う
観
’
怠
の
轟
仔
在
が
察
知
さ
れ
る
。

⑭
林
一
九
八
六
、
一
七
～
六
七
頁
。
林
一
九
九
三
a
。

⑳
　
林
一
九
八
六
、
三
六
頁
お
よ
び
注
螂
。

⑱
　
図
1
1
の
角
は
基
部
に
頭
が
附
い
て
龍
の
類
の
形
を
と
る
。

⑭
　
林
…
九
八
九
、
三
〇
～
三
＝
貝
。

⑳
黄
帝
は
皇
帝
、
お
お
い
な
る
帝
で
、
古
く
は
五
行
の
黄
と
関
係
が
な
か
っ
た
と

　
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
（
楊
一
九
三
八
、
一
九
六
頁
）
。

⑳
例
え
ば
牟
一
九
八
四
、
石
一
九
八
九
、
張
一
九
九
〇
、
杜
～
九
九
二
、
劉
一
九

　
九
二
、
郵
一
九
九
王
。

⑫
　
図
1
3
、
1
4
で
嚇
の
基
部
に
こ
れ
を
横
切
る
形
の
線
が
あ
る
の
は
、
ワ
シ
、
タ
カ

　
の
類
で
騰
の
基
部
を
お
お
う
皮
膜
、
蝋
膜
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
縁

　
に
対
応
す
る
表
現
ら
し
い
（
我
孫
子
市
側
の
博
物
館
、
斎
藤
安
行
氏
の
教
示
を
受

　
け
た
）
。

⑭
　
郵
一
九
八
六
、
三
八
頁
。

㊧
同
右
。

⑭
　
杜
～
九
九
四
、
六
宜
頁
。

　
國
出
所
目
録

図
1
　
『
考
古
』

一
九
七
蓋
、
三

図　図　図　図　図　図　図　図　図　認1［塁1図　図　［塁

15　14　13　12　11　10　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3　　2

山
蝋
都
櫨
南
濃
館
一
九
山
ハ
九
、
第
5
騒

橋
本
～
九
九
三
、
図
1
1

林
一
九
九
一
a
、
図
2
5

梅
原
一
九
三
三
、
図
版
一
五

商
一
九
三
五
、
貯
二
四

中
江
祉
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八
○
、

節
電
、
閣
一
〇
八

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
資
料

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
～
九
八
○
、

林
一
九
八
六
、
図
1
9

林
一
九
九
～
、
図
5
1
7

『
上
海
博
物
館
展
』
3
7

故
宮
博
物
院
展
示

宮
崎
学
氏
写
真

図
版
七
二
、
4

図
三
六

　
引
用
文
献
目
録

梅
原
末
治
一
九
三
三
『
梗
禁
の
考
古
学
的
考
察
』
京
都
。

王
健
民
、
梁
柱
、
王
勝
利
一
九
七
九
「
曾
侯
乙
墓
出
土
的
二
十
八
宿
青
龍
白
虎
図
象
」

　
『
文
物
』
｝
九
七
九
、
七
、
四
〇
～
照
五
頁
。

貝
塚
茂
樹
一
九
七
〇
『
春
秋
黒
氏
儀
』
（
『
世
界
古
典
文
学
全
集
』
）
東
京
、
筑
摩
書

　
房
。

『
学
生
版
動
物
図
鑑
』
東
京
、
北
隆
館
。

清
水
嘉
一
　
一
九
照
四
「
史
記
天
官
書
恒
星
考
」
『
東
方
学
報
』
一
四
、
三
分
、
　
一

　
一
瓢
六
～
一
五
六
百
ハ
。

山
献
灘
附
【
立
博
物
舶
…
一
九
山
ハ
九
『
守
屋
孝
仲
蔵
蒐
集
｛
刀
格
規
矩
四
神
鏡
㎜
凶
録
』
山
爪
都
。

小
林
桂
助
一
九
六
七
『
標
準
原
蝕
図
鑑
金
集
、
鳥
』
集
京
、
保
育
社
。

山
東
劣
博
物
館
、
由
束
省
文
物
考
古
研
究
班
一
九
八
二
『
肉
東
漢
画
像
篇
選
集
』
済
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匹i神の～、朱鳥について（林）

　
南
。

白
川
静
一
九
六
二
～
一
九
八
四
「
金
文
通
釈
」
『
白
上
美
術
館
誌
』
一
～
五
六
。

『
上
海
博
物
館
展
』
（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
東
京
、
一
九
九
三
。

商
承
酢
一
九
三
五
『
十
二
家
畜
金
図
録
隠
北
平
。

石
上
邦
一
九
八
九
「
我
国
東
方
沿
海
和
東
南
地
区
古
代
文
化
中
鳥
類
図
像
与
鳥
祖
崇

　
拝
的
有
関
問
題
」
『
中
国
原
始
文
化
論
集
－
紀
念
サ
達
八
十
誕
辰
i
』
二
三

　
四
［
～
二
山
ハ
山
ハ
頁
。

高
野
伸
二
一
九
九
二
『
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
日
本
の
野
鳥
』
吏
京
。

竹
内
照
夫
訳
　
九
五
八
『
春
秋
左
氏
伝
（
『
中
豊
古
典
文
学
全
集
』
）
東
京
、
平
凡
社
）

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八
○
『
股
虚
三
好
墓
隠
北
京
。

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
一
九
八
四
～
『
軒
数
金
文
集
成
』
北
京
。

『
中
国
大
百
科
全
書
』
生
物
学
工
－
皿
、
北
京
、
一
九
九
一
。

張
明
華
一
九
九
〇
「
良
渚
玉
符
試
探
」
『
文
物
陶
　
九
九
〇
、
＝
一
、
三
二
～
三
六
、

　
九
二
頁
。

鄭
作
u
新
｝
三
論
ハ
一
二
『
幽
思
国
経
聯
盈
胤
甥
物
敦
泌
』
臥
弼
類
、
・
北
轟
以
。

杜
金
鵬
一
九
九
二
「
関
子
大
波
満
文
化
与
良
渚
文
化
的
幾
個
問
題
」
『
考
古
』
一
九
九

　
二
、
一
〇
、
九
一
五
～
九
二
三
頁
。

杜
金
鵬
一
九
九
四
門
論
塁
壁
朱
鷺
龍
由
文
化
玉
高
飽
及
講
堂
開
題
」
叫
．
考
古
』
一
九
九

　
四
【
、
　
一
、
　
五
五
～
六
五
頁
。

錦
淑
蹟
一
九
八
六
「
古
代
玉
器
上
奇
異
紋
飾
的
研
究
」
『
故
宮
学
術
季
刊
』
四
、
～
、

賦

　
一
～
五
八
。

郵
淑
鎖
一
九
九
三
門
鳩
杖
一
面
談
古
越
俗
中
網
鳥
崇
拝
1
」
『
故
宮
文
物
月
厨
』

　
一
一
八
、
九
八
～
一
二
三
頁
。

『
特
携
展
曾
侯
乙
墓
』
（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
）
一
九
九
一
一
、
東
京
。

林
巳
奈
夫
～
九
八
六
『
毅
群
青
鋼
器
紋
様
の
研
究
－
股
周
青
銅
器
綜
覧
ニ
ー
』

　
爽
京
。

林
巳
奈
夫
一
九
八
九
『
漢
代
の
神
神
』
京
都
。

一
林
巳
奈
夫
一
九
九
一
『
中
国
古
玉
の
研
究
』
東
京
。

林
巳
奈
夫
一
九
九
一
a
門
中
国
古
代
に
お
け
る
日
の
鑑
と
神
話
的
図
像
」
『
史
林
』

　
七
四
、
四
、
九
六
～
一
二
一
頁
。

林
巳
奈
夫
一
九
九
三
『
龍
の
話
』
（
『
中
公
新
書
』
）
東
京
。

林
巳
奈
夫
一
九
九
三
a
「
饗
饗
翔
評
説
補
論
」
『
史
林
』
七
六
－
五
、
七
八
～
…
一

　
八
頁
。

橋
本
敬
造
一
九
九
三
『
中
国
占
星
術
の
世
界
』
（
『
棄
方
選
書
』
）
東
京
。

牟
永
抗
「
紹
興
一
工
〇
六
号
越
墓
劔
議
」
『
文
物
』
一
九
八
四
、
　
一
、
三
〇
～
三
五
頁
。

藪
内
清
一
九
六
九
『
中
国
の
天
文
暦
法
』
東
京
。

楊
寛
…
九
三
八
「
中
国
上
古
史
導
論
」
『
古
史
辮
』
七
、
六
五
～
一
二
六
七
頁
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論
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国
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的
鷹
崇
拝
」
『
故
宮
文
物
月
刊
』
一
一
五
、
　
｝
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〇
～
一
二
九
頁
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